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（３）過去の地震活動 

 1963年１月以降の活動を見ると、今回の地震の震央周辺（図３－１の領域ｂ）では、死者100人以上の

被害を伴う地震が時々発生している。2008 年５月12日に四川省で発生した Mw7.9 の地震では、死者

69,195人などの被害が生じた。また、2010 年４月14日に青海省で発生した Mw6.9 の地震により死者 

2,968 人などの被害が生じた。 

 本資料中、今回の地震、2010 年 4 月 14 日の地震、2013 年 4 月 20 日の地震の Mw は気象庁により、その他の地震の

Mw は GlobalCMT による。その他の震源要素は米国地質調査所（USGS）による。プレート境界の位置は Bird（2003）
＊より引用。今回の地震及び 2013 年４月 20 日の地震による被害（死者数）は中国地震局による、その他の地震によ

る被害（死者数）は「宇津の世界の被害地震の表」による。 
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2010 年４月 14 日の地震と領域ｂ内で
M6.5 以上かつ死者 100 人以上の地震に吹
き出しを付けて示す。 

図３－１ 震央分布図 

（1963 年１月１日～2014 年８月 31日、深さ０～100km、M≧6.0）
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